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箱根町水道事業運営協議会議事録 

 

日 時：平成 27 年 7 月 23 日（木）13：30～15：10 

場 所：箱根町役場 分庁舎 4 階 第 5 会議室 

出席者：委 員：安藤雅章、北野谷克美、酒寄勝男、原 三夫、中武朝子 

町 側：町長、中村環境整備部長、勝俣上下水道温泉課長、芳澤副課長、 

山﨑水道工務係長、秋山水道業務係長、勝又主査 
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 当運営協議会の会議及び議事録の公開については、箱

根町付属機関等の設置及び運営に関する要綱により、原

則公開としています。なお、傍聴の希望者はいませんで

した。 

本日の会議については、箱根町水道事業運営協議会条

例第 6 条第 2 項に、委員の過半数の出席者により、会議

が成立することとなっており、本日は 7 名中 6 名の委員

の方が出席しているので、本会議が成立していることを

報告します。 

 では、安藤会長からあいさつをお願いします。 

 

 

（会長あいさつ） 

 

（町長あいさつ、決算概要説明） 

 

（町側職員の自己紹介） 

 

（会長議事進行、町長退席） 

 

 議題１、平成 26 年度箱根町水道事業会計決算の状況に

ついて、町側から説明をお願いします。 

 

（課長から内容説明後、質疑に入る） 

 

 損益計算書で記されている平成 24年度の決算書と比べ

て、金額的に営業収益がほぼ同じですが、運営状況的に

もほぼ同様だと考えてよろしいのか。 

 

そのとおりです。 

 

それに対して、営業費用は約 4,000 万円の増となって

いるが、どう言う状況なのか説明して欲しい。 

 

 新会計制度の導入により、原価償却の計算方法が変わ

ったためです。 
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 では、営業利益率が平成 24 年度に比べ 50％落ちている

が、実質落ちていないと考えてよろしいか。 

 

 そのとおりです。 

 

  

事業費内訳の人件費、動力費、修繕費について、平成

23 年度と比べると、人件費は約 500 万円の増加、動力費

は約 900 万円の増加、修繕費は約 350 万円の増加となっ

ており、経費が増して経営が厳しいのではないかと思う。  

給水原価について、平成 24 年度が 185 円に対し 213 円

と大幅に増えており、収益率が悪くなっているのではな

いか。 

 

 人件費は人事異動による増です。動力費は水源の利用

法を変更したことにより、ポンプ等を多く稼動すること

になったものです。修繕費は、漏水修理が増えたもので

す。 

 

 給水原価が増になった原因は、新会計基準の適用に伴

い、事業費用の内の減価償却費が約 4,200 万円増加した

ためです。旧制度に基づき 4,200 万円の増加が無いもの

と仮定し計算すると、189 円 57 銭となり前年よりも減に

なる計算になります。 

 

また、剰余金計算書中の町補助金などが、当年度変動

額を受けて当年度末残高が大幅に減っているが、どうい

うことなのか説明されたい。 

 

 会計基準の改正に伴い、現状の資産に対する評価方法

が変更され、補助金等について減価償却していなかった

ものについて、減価償却するよう再計算し移行処理した

結果が当年度末残高になったものです。 

 

 供給単価が 199 円 30 銭、給水原価が 213 円 19 銭です

が、単純に考えて赤字と捉えてよろしいのか。また、そ

れに対する何か対策は考えているのか。 

 

 給水原価が増となり、供給単価を超えているのに、純

利益が約 3,300 万円上がっていることで違和感があるの

ですが、新会計基準に伴い営業費用の減価償却費が約

4,200 万円増加しています。それに対し、営業外収益に長

期前受金戻入が設けられ約 4,100 万円あり、減価償却費

の引き当てとしています。これにより、概ね相殺される

ので、最終的な純利益まで計算すると給水原価が上回っ

ている状況でも赤字になることはないです。 
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 しかし、新会計基準により供給単価、給水原価がこの

ような結果になりますので、今後、それぞれの単価が極

力近くなるよう対策を講じなければならないと考えま

す。 

 

 新会計基準を考慮せずシンプルに考えた場合、水道事

業として経営は厳しくなっているのではないでしょう

か。 

 

 そのとおりです。しかし、安易に水道料金の値上げを

するなどは考えておりません。経費などを極力切り詰め

て、経営努力をしていきます。 

 

 現実にあった計画を立て、安心安全を優先に工事など

も執行していきます。 

 

 決算の話ではなくなるが、当初予算で純利益を約 3,000

円計上しているが、この火山活動の影響により減収にな

る可能性があり、大幅に減収になった場合には、事業の

見直しなどをする必要が出てくるのではないかと思う

が、現時点での考えを教えて欲しい。 

 

 5 月の水道使用量は例年同月と同じような数字になり、

6 月については、若干でありますが減少すると見込んでい

ます。 

今後の事業計画ですが、火山活動の状況にもよります

が、場合によっては事業計画の変更も考えなければなら

ないとは思います。また、町でも色々と火山活動による

影響の研究が始まっているので、それも踏まえて検討し

ていきます。 

 

その他、質問、意見ありますか。無いようなので、議

題 1 につきましては、委員さんに了解得たということで

よろしいでしょうか。 

（各委員、異議ないもの） 

それでは、議題 2 その他について、町側から何かあり

ますか。特にないようなので、町側から何かありますか。 

（環境整備部長あいさつ） 

 それでは本日予定していた審議が全て終了しました。 

 会議の運営に対しての、委員全員の協力に、深く感謝

を申しあげて、閉会といたします。 

 

ありがとうございました。 

なお、次の運営協議会の開催は、来年２月末頃を予定

していますので、ご承知置きください。 

 


